
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

4-2016
めざせ中村山！
～津波は待ってくれません～
尾鷲小学校の児童が、港から中村山への道のりを
確認し、防災について学びました。
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平成 28 年度 尾鷲市の予算と施策

　平成 28 年度当初予算が第１回定例会で可決され、一般会計予算額が 95 億 905 万 7 千円、特別会計・
企業会計を含めた総予算額が 189 億 1,291 万 2 千円（前年度比 1.1％減）となりました。
　今回の予算は、市の財政が依然厳しい状況ではありますが、「第 6 次尾鷲市総合計画」前期の総括年
として、市政の諸課題の解決に向けて重要な１年であり、「人口減少対策」を最重要課題と位置づけ、

「尾鷲市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく施策・事業を重点的に推進していく予算となってい
ます。また、国の平成 27 年度補正予算（第１号）において、「一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実
施すべき対策等」の一環として、「地方創生加速化交付金」が創設されました。
　本市においても、当該事業費 4,930 万 2 千円を平成 27 年度補正予算に計上し、繰越事業として平成
28 年度当初予算と一体ととらえ実施していきます。

お問い合わせ　財政課　☎�８１４１

歳入
　自主財源の根幹である市税は、地域経済の低迷、人口減少による市民税の減収が見込まれるものの、大型店舗の進出
による固定資産税の増収、軽自動車税の税額の引上げ等により、前年度に比べ121万9千円（0.1％）増の21億4,595
万円を見込んでいます。一方、国から交付される地方交付税は、国勢調査による人口減少の影響により、前年度に比べ
4,500 万円（1.3％）減の 33 億 1,500 万円を見込んでいます。また、市の借金である市債は、第三保育園整備事業債、
障害者支援施設整備事業債などを計上し、前年度に比べ 1 億 8,510 万円（16.5％）減の 9 億 3,800 万円を見込んで
います。

自主財源
　地方公共団体が独自で自主的に調達できる財源

（市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産
収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入）

依存財源
　国や県により定められた額を交付されたり、割り当て
られたりする財源（地方譲与税、利子割交付金、配当割交
付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全
対策特別交付金、国庫支出金、県支出金、市債）

一般会計 95 億 905 万 7 千円
 前年度に比べ１億 5,570 万 8 千円（1.6％）減

歳入　9,509,057 千円の内訳

市税　22.6％
2,145,950 千円

自主財源　34.9％
3,323,020 千円

繰入金　8.3％
793,648 千円

使用料及び手数料 1.4％
134,584 千円

分担金及び負担金 1.4%
134,572 千円

諸収入　0.9%
     81,268 千円

その他　0.3％
     32,998 千円

依存財源　65.1％
　6,186,037 千円

地方交付税　34.9％
3,315,000 千円

市債　9.9％
938,000 千円

国庫支出金　9.3％
888,118 千円

県支出金　6.9％
651,919 千円

地方消費税交付金 3.2％
     306,000 千円

その他　0.9％
     87,000 千円
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平成 28 年度の主な事業
保育所施設整備事業（3 億 5,350 万 7 千円）

　津波浸水予想区域に立地する保育園や耐震化整備が成されていない２つの保育園（尾鷲第三保育園・尾鷲第四保育
園）について、安全な場所への移転を含めた整備を実施することにより、入所児童に安全・安心な保育を提供します。

地域おこし協力隊事業（35,113 千円）
　都市部や地域外の人材を積極的に招聘し、地域おこし協力隊員を地域に配置することにより、地域交流の機会創出
や地域課題の抽出、それに対する解消策の検討など、地域と行政の連携を図りながら推進します。

地域商品券発行事業（6,500 千円）
　市内での消費喚起と経済の活性化を図るため、平成 28 年度においても引き続きプレミアム付き地域商品券を発行
します。

本読み子育て推進事業（8,491 千円）【繰越事業】
　青空図書館、読み聞かせ講座、妊婦さんのための手作り絵本教室を開催し、市民や都市部の移住希望者等に対して
本読みの魅力を伝えることで、子育てしたい・しやすいまちづくりをアピールします。

歳出
　目的別の構成比をみると、民生費 37.7％、衛生費 16.4％、総務費 11.5％となっており全体の 6 割以上を占めてい
ます。前年度と比較して増額の主なものは、衛生費で病院事業会計負担金、業務委託料の増等により 2 億 271 万 9 千
円（15％）の増、民生費で紀北広域連合分担金、国民健康保険事業特別会計繰出金の増等により１億 3,599 万 6 千円

（3.9％）の増となっています。減額の主なものは、総務費で曽根コミュニティーセンター整備事業の完了等により 3
億 489 万円（21.9％）の減、消防費で消防救急デジタル無線整備事業の完了等により 1 億 4,485 万 2 千円（24％）の
減額となっています。

特別会計
　市が特定の事業を行うとき、特定の収入を特定の支出に
あてる会計

企業会計
　その事業によって得られる収入で支出をまかなう
独立採算制の会計

歳出　9,509,057 千円の内訳

民生費　37.7％
3,585,740 千円

衛生費　16.4％
1,556,012 千円

総務費　11.5％
1,090,425 千円

公債費　11.4％
1,087,000 千円教育費　6.9％

656,526 千円

農林水産業費　4.6％
439,727 千円

消防費　4.8％
459,307 千円

土木費　3.7％
350,748 千円

商工費　1.6％
148,015 千円

議会費　1.4％
130,557 千円

その他　0.1％
5,000 千円

特別会計
国民健康保険事業会計

3,028,354 千円
（0.1％増）

後期高齢者医療事業
会計　 600,489 千円

（1.8％増）
公共下水道事業会計

2,766 千円
（増減なし）

企業会計
病院事業会計

4,907,745 千円
（0.7％減）

水道事業会計
864,501 千円

（3.6％減）
※（ ）内は前年度比

注意　割合は四捨五入によるため合計に合わない場合があります。
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４
月
１
日
か
ら
市
役
所
業
務
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　
所
得
証
明
書
な
ど
の
税
関
係
証

明
書
の
発
行
は
、４
月
１
日
か
ら

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
か
ら
税
務
課
に

か
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
必
要
な
個
人
情

報
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
一
カ

所
に
集
め
、各
種
証
明
書
発
行
の

一
本
化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、平
成
28
年
１
月
１

日
よ
り
社
会
保
障・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
導
入
さ

れ
、よ
り
一
層
慎
重
な
、個
人
情

報
の
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん

の
所
得
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
で
取
り
扱
い
、リ
ス
ク
を

分
散
し
、必
要
最
小
限
の
個
人
情

報
を
必
要
最
小
限
の
職
員
が
取

り
扱
う
こ
と
で
、危
機
管
理
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
は
証
明
書
等

の
発
行
窓
口
と
担
当
部
署
が
違
う

こ
と
で
、証
明
の
内
容
に
つ
い
て

窓
口
で
答
え
ら
れ
ず
、移
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、質
問
等
は
発
行
窓
口
で
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
長
公
室
が
担
当
し
て
い
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
事
務
は
、ふ

る
さ
と
納
税
事
業
の
拡
大
に
よ
り

ヤ
ー
ヤ
便
の
返
礼
や
情
報
発
信
等

の
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
加

え
、ふ
る
さ
と
納
税
者
の
相
談
が

税
控
除
等
の
税
務
部
門
と
の
関
わ

り
が
深
い
内
容
で
あ
る
こ
と
、そ

し
て
、市
長
公
室
所
管
の
総
合
計

画
や
地
方
創
生
な
ど
の
計
画
部
門

の
役
割
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、税
務
課
に
業
務
移

管
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
人
材
で
効
率
的・
効

果
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

建
設
部
門
の
業
務
を
明
確
化
し
、

土
木
技
師
を
集
約
す
る
こ
と
で
業

務
効
率
の
向
上
を
図
っ
た
こ
と

で
、次
の
と
お
り
建
設
課
の
係
を

再
編
し
ま
し
た
。

（
旧
）
土
木
係

（
新
）
港
湾・土
木・都
市
計
画
係

（
旧
）
港
湾・都
市
計
画
係

（
新
）
建
築
係

　
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課　
☎
㉓
８
１
１
３

税
の
証
明
書
等
発
行
窓
口
と
市
組
織
の
見
直
し

税
の
証
明
書
等
発
行

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

担
当
課
の
変
更

建
設
課
の
係
再
編

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
発
行
す
る
書
類

住
民
票
・
転
出
転
入
の
届
出
・
戸
籍
事
項

証
明
書
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
の
届
出
な
ど

税
務
課
で
発
行
す
る
書
類

所
得（
課
税
）証
明
書
・
評
価
証
明
書
・
公

課
証
明
書
・
資
産（
無
資
産
）証
明
書
・
名

寄
帳
の
写
し
・
営
業
証
明
書
・
納
税
証
明

書（
申
告
、指
名
、車
検
用
）な
ど
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「市長への手紙」にお答えします 
　
皆
さ
ん
か
ら
、市
の
施
策
な
ど
に
対
す
る
ご
意

見・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、広
報
お
わ
せ
１

月
号
で
実
施
し
た「
市
長
へ
の
手
紙
」で
は
、18

通
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

で
き
る
か
ぎ
り
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、住
所・
氏
名
の
記
入
が
あ
り
ま

し
た
10
人
に
は
、市
長
か
ら
直
接
、返
事
を
し
ま

す
。
今
号
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
、要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。

ご質問①
家の事情で初日の出を見ることができません。ワンセグで初日の出を放送できませんか？

市長回答
　４月からエリアワンセグを使った行政放送を開始します。内容は、お知らせ・手続き・募集等を放
送していく予定であります。ご提案いただきました「初日の出」の放送について、電波が送信できる
カメラ位置等の制限がございますことを、ご理解いただきたいと思います。行政放送は、市からの一
方的な放送だけではなく、市民の皆様に、喜ばれ楽しんでいただける放送も検討しております。

ご質問②
　他市では、獣害対策として、狩猟の免許を持つ人を臨時職員で採用する方針と聞きました。尾鷲市
でも検討をしてください。また、ジビエ料理を提供する場も検討してください。
　市内には空き家がたくさんあるので、市外からの定住者を受け入れ、雇用先を確保し、空き家リ
フォームのため補助を行うなどの施策をお願いします。

市長回答
　市では有害鳥獣による被害軽減のために各地区の見回りや、市民の方から目撃の通報を受け早急
に対応できるよう狩猟免許を取得した「獣害パトロール員」２人を臨時職員として採用しています。
職務は、獣害被害の多い地区において有害鳥獣の捕獲、花火による追い上げ、獣害の習性による対応
策の指導等を行っています。
　ジビエ料理につきましては、市で食堂を経営するなど困難であるため、ジビエを活用した民間の事
業経営希望者には、積極的な情報提供をしていきます。また、空き家を活用した定住移住施策に関し
ましては、空き家バンク制度をつくり定住移住コンシェルジュを２人配置し、「空き家」と「雇用」を
合わせた施策を推進しています。リフォームなどに関する補助金につきましては、補助金に頼るの
ではなく、定住移住希望者に対してよりきめ細かな対応を行うことにより、定住移住者を増やしてい
きたいと考えています。
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尾
鷲
市
保
育
所
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
、津
波
浸
水
予
想
区
域
か
ら
の

移
転
整
備
を
進
め
て
い
た「
矢
浜
保
育

園
」が
完
成
し
ま
し
た
。
新
園
舎
は
木

造
平
屋
建
て
、市
産
材
で
あ
る「
尾
鷲

ヒ
ノ
キ
」を
使
っ
た
木
の
ぬ
く
も
り
あ

ふ
れ
る
施
設
で
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
保
育
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、平

成
28
年
度
は「
尾
鷲
第
三
保
育
園
」の

建
設
、平
成
29
年
度
は「
尾
鷲
第
四
保

育
園
」の
建
設
を
行
う
予
定
で
、今
後

一
日
も
早
い
安
全・
安
心
な
保
育
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
所
在
地

矢
浜
二
丁
目
24
番
１
号

◆
建
築
面
積

８
１
３
㎡

◆
床
面
積

６
９
９・２
７
㎡

※
本
園
に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材（
尾

鷲
ヒ
ノ
キ
）は
、一
般
財
団
法
人
尾

鷲
み
ど
り
の
協
会
に
よ
る
寄
付
と
、

平
成
27
年
度
み
え
森
と
緑
の
県
民

税
市
町
交
付
金
の
助
成
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
㉓
８
２
０
１

尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
園
舎
の
内
装

矢浜保育園が
完成しました
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広
く
明
る
い
園
庭

園舎と園庭は段差がなく安全に移動できます

高
い
天
井
で
曲
線
を
描
く
梁
が
特
徴
的
な
遊
戯
室

園舎全景

保育室に隣接した園児用トイレ



❽

子育て、応援します
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

　

尾
鷲
第
二
保
育
園
内
に
開
設
し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ち

び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」で
は
、皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、育
児
相

談
や
親
子
教
室
、園
庭
開
放
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
相
談
だ
け
で
な
く
、親
子
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
第
二
保
育
園
内　
☎
�
２
６
０
０

育
児
相
談

　

電
話・
面
接・
訪
問
な
ど
で
、し
つ
け・
食
事・
病
気
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
◆
日
時　
月
～
金
曜
日　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

ふ
れ
あ
い
デ
ー（
セ
ン
タ
ー
開
放
）

　
親
子
で
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、セ
ン

タ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
◆
日
時　
月
～
金
曜
日　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
親
子
教
室

　

親
子
教
室
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
毎
月
１
回
開
催
し
、子
育
て
に
つ

い
て
の
講
話
や
楽
し
い
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
た
く
さ
ん
紹
介
し

ま
す
。

◆
開
所
式　
４
月
11
日
㈪
、12
日
㈫　
午
前
10
時
30
分
～

◆
場
所　
　
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

※
開
所
式
は
グ
ル
ー
プ
別
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

お
わ
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
「
所
用
で
保
育
園
の
迎
え
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
」な
ど
、困
っ

た
と
き
に
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
す
る「
お
わ
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」。
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
、新
規
会
員（
依
頼
会

員・援
助
会
員
）を
募
集
中
で
す
。 お

問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

依
頼
会
員
と
利
用
料

　

依
頼
会
員
は
、子
ど
も
を
預
け
た
り
、送
迎
し
て
欲
し
い
人
な

ど
で
す
。

◆
条
件　
　
市
内
に
居
住
、ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、０
歳
～
小
学
６

　
　
　
　
　
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

◆
利
用
料　
午
前
７
時
～
午
後
８
時　
１
時
間
に
つ
き 

７
０
０
円

　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か
の
時
間　
　
　
１
時
間
に
つ
き 

８
０
０
円

援
助
会
員

　
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
の
経
験
を
活
か
し
、皆
さ
ん
の
子
育
て

応
援
を
し
た
い
人
な
ど
。

◆
条
件　
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
。

　
　
　
　
　
※
事
前
に
、育
児
に
関
す
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。



❾

障害者差別解消法が
施行されます！
　平成 28年４月１日から、障がいがある人への差
別をなくし、障がいの有無にかかわらず、住みやす
い社会をつくることを目指す「障害者差別解消法」
が施行されます。

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

　

こ
の
法
律
で
定
め
ら
れ
る

差
別
と
は
、障
が
い
を
理
由

と
し
て
、正
当
な
理
由
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
拒
否
や

制
限
、条
件
を
付
け
る
行
為
を

い
い
ま
す
。（
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何

ら
か
の
配
慮
を
求
め
る
意
思

の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
は
、お

金
や
労
力
の
負
担
が
か
か
り

す
ぎ
な
い
範
囲
で
配
慮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
合

理
的
配
慮
）

①
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

の
例

　

店
内
に
入
ろ
う
と
し
た

時
に
、車
椅
子
を
利
用
し
て

い
る
と
い
う
理
由
で
断
ら

れ
る
。

②
合
理
的
配
慮
の
提
供
例

　

車
い
す
が
店
内
に
入
り

や
す
い
よ
う
に
、入
り
口
に

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
。

法
律
の
適
用
範
囲

　

合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と

は
、行
政
機
関
、地
方
公
共
団

体
、民
間
事
業
所
に
求
め
ら
れ

ま
す
。た
だ
し
、合
理
的
配
慮

の
た
め
に
費
用
が
か
か
り
す

ぎ
る
場
合
は
、他
の
工
夫
を
考

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
相
談
窓
口・お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
３

行政機関 民間事業者

不当な差別的取り扱い 禁 止 禁 止

合理的配慮 法的義務 努力義務

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
完
了

の
お
知
ら
せ

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

社
会
貢
献
広
報
事
業「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」を
活
用
し
て
、曽
根
区
に
ア
ル
ミ
展
示

ケ
ー
ス
、折
り
た
た
み
ス
テ
ー
ジ
、折
り
た
た

み
椅
子
な
ど
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

南
輪
内
セ
ン
タ
ー
☎
�
２
０
０
４

折りたたみステージと折りたたみ椅子アルミ展示ケース
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介護保険料の金額
所得区分 対象者 負担割合 保険料額（年額）

第１段階
・生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の人
・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が

80 万円以下の人
×0.45 29,476円

第２段階 ・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
　120 万円以下の人で第 1 段階に該当しない人 ×0.70 45,852円

第３段階 ・世帯全員が市民税非課税で、第 1 段階、第 2 段階に該当しない人 ×0.75 49,127円

第４段階 ・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、前年の合計
  所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人 ×0.83 54,367円

第５段階 ・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、第 4 段階に
  該当しない人 基準額 65,502円

第６段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 ×1.20 78,603円

第７段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 120 万円以上 190 万
  円未満の人 ×1.30 85,153円

第８段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 190 万円以上 290 万
  円未満の人 ×1.50 98,253円

第９段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 290 万円以上の人 ×1.70 111,354円

平成 28年度の介護保険料（65歳以上）のお知らせ
　介護保険事業の円滑な運営を図るため、3 年ごとに介護保険事業計画を策定しサービス費用の見込み量等に基づき、
介護保険料を算定しています。65 歳以上の人（ 第 1 号被保険者 ）の保険料は、下記のとおり本人及び世帯の市民税課
税状況や合計所得金額等により所得に応じた保険料の設定をしています。

●平成 28 年度は市民税非課税世帯の第１段階において、別枠にて公費を投入して負担割合を減額しています。
　下表は、軽減後の金額を記載しています。（ 基準額× 0.5 ⇒ 基準額 0.45）

■合計所得金額とは、収入からそれぞれの必要経費（給与の場合は給与所得控除額、公的年金の場合は公的年金等控除額等）
を差し引いた金額と、土地建物等や株式の譲渡に係る分離課税所得の合計で「基礎控除」「配偶者控除」「扶養控除」「社会
保険料控除」「医療費控除」などの所得控除をする前の金額です。

■上記保険料額は年度での額です（４月１日～３月 31 日）。納付は年度間６回、偶数月での納付となります。
■介護保険料は 65 歳になった日（※）が属する月から月割りで計算されます。

※法律上 65 歳の誕生日の前日が、65 歳到達日になります。『年齢計算に関する法律（民法 143 条（暦による期間の計算）
を準拠）』を根拠としています。【例　４月１日生まれ→３月分から算定】

介護保険料の納め方
徴収区分 特別徴収 普通徴収

納め方 受給されている年金から
天引きされます

口座振替や納付書で金融
機関、市役所、紀北広域連
合で納めます

対象者
老齢・退職年金、障害年金
及び遺族年金が年額で 18
万円以上の人

老齢・退職年金、障害年金
及び遺族年金が年額で 18
万円未満の人

ただし、次の条件に当てはまる人は普通徴収となります。
・平成 28 年度の途中で 65 歳になった人

※年金を支給されはじめても、すぐに年金から天引きはされません。
・平成 28 年度の途中で所得段階が変わった人
・年金の現況届の提出が遅れた人
・平成 28 年度の途中で他の市町村から転入した人
・年金を担保にお金を借りている人

保険料は大切な財源です
　介護保険は、40 歳以上の皆さんが納める介
護保険料と公費を財源に運営しています。
　財源が不足しますと必要なサービスを十分
に揃えられなくなることもあります。
　誰もが安心してサービスを利用できるよう
介護保険料は必ず納めましょう。

65 歳以上の人が負担
する保険料　22％

公費　50％ 40 歳から 64
歳までの人の
保険料　28％



⓫

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種

犬
の
登
録
は
生
涯
に
１
回
、狂
犬
病
予
防
接
種
は
毎
年
１
回
で
す
。
今
年
度
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

４月 18 日㈪
場所 時間

梶賀漁協前 午前９時～９時 10 分
旧曽根コミュニティーセンター前 午前９時 20 分～９時 40 分
賀田コミュニティーセンター前 午前９時 50 分～ 10 時５分
古江コミュニティーセンター前 午前 10 時 15 分～ 10 時 30 分
北輪内センター前 午前 10 時 40 分～ 11 時
三木浦漁協前 午前 11 時 10 分～ 11 時 30 分
早田漁協前 午前 11 時 45 分～正午
九鬼消防団車庫前 午後０時 10 分～ 0 時 30 分

４月 19 日㈫
場所 時間

行野コミュニティーセンター前 午前９時～９時５分
大曽根駅前 午前９時 15 分～９時 20 分
旧向井農協前 午前９時 30 分～９時 50 分
矢浜コミュニティーセンター前 午前 10 時～ 10 時 20 分
天満集会所前 午前 10 時 30 分～ 10 時 50 分
せぎやまホール前 午前 11 時～正午

４月 21 日㈭
場所 時間

須賀利センター前 午前９時～９時 10 分
北浦児童公園 午前 10 時～ 10 時 30 分
駅前児童公園 午前 10 時 40 分～ 11 時 10 分
泉集会所前 午前 11 時 20 分～正午

４月 22 日㈮
場所 時間

光ヶ丘市営住宅上公園 午前９時～９時 30 分
三重県尾鷲庁舎裏 午前９時 50 分～ 10 時５0 分
尾鷲市役所地下駐車場 午前 11 時～正午

◆登録と予防接種は、どの場所でも行うことができます。
◆料金

①予防接種のみ　3,200 円（予防接種料 2,650 円、接種済票交付手数料 550 円）
②登録と注射　　6,200 円（予防接種料 3,200 円、登録料 3,000 円）

◆犬が死亡した場合は、必ず市民サービス課まで連絡してください。

お
問
い
合
わ
せ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
�
８
２
５
０

　猫の避妊や去勢手術をする人に補助金を交付します。なお、予算に限りがあるため、
限度額になり次第終了します。詳しくは、お問い合わせください。
■補助金額　　オス　2,000 円　メス　4,000 円

猫避妊・去勢手術費補助金

　３月と４月は、転出や転入、就職、退職などが多い月です。国民健康保険の変更が必要な人は、忘れずに手続きを
してください。詳しくはお問い合わせください。

お問い合わせ　市民サービス課　☎�８１９３

■国保の加入脱退手続について



⓬

矢浜コミュニティーセンター　☎�６３６７
成人学級 布ぞうり、物つくりなどを通しての仲間作り 年 15 回程度　随時 一般 12 人
ゆる体操 運動の苦手な人でもＯＫ！ゆったりリラックス 年 15 回　木　13:30 ～ 14:30 一般 20 人
フラダンス教室 心地よいリズムにあわせて踊りましょう 年 22 回　火　10:00 ～ 11:30 一般 15 人
初めてのパン教室 家庭でもできる簡単なパン作りを学ぶ 随時 一般 10 人
絵手紙教室 下手がいい下手でいいをモットーに 第３木　13:30 ～ 15:00 一般 10 人
伊勢型紙教室 伊勢型紙の切り絵に挑戦 年４回　火　13:30 ～ 一般 10 人
エアロビクス教室 有酸素運動でシャイプアップ 年６回　土　13:30 ～（1 ～ 3 月） 一般 20 人
シニア学級（高齢者学級） 健康で楽しい人生を 年８回　金　13:30 ～ 60 歳以上 20 人
体験学習 キッズクッキング・工作など 随時 小学生 12 人
ミュージックベルであそぼう ミュージックベルで楽しく音遊び 年６回　土　13:30 ～ 14:30 小学生 15 人
太極拳サークル 金　19:00 ～ 20:30 一般
ヨガサークル 年 25 回  木・金  10:00 ～ 11:00 一般
キュッと愛好会（エアロビ） 毎週　水　19:30 ～ 21:00 一般
なでしこ（人形劇） 毎週　水　19:30 ～ 21:00 一般
古布サークル 月１回　土　13:15 ～ 一般

向井コミュニティーセンター　☎�４９７５
ゆる体操教室 体をゆるめてリラックスしよう 毎月第１火　13:30 ～ 一般 20 人
陶芸教室 自分だけの器をつくろう 年１回（４日間）　土 ･ 日　13:00 ～ 親子・一般 20 人
ちまき・おさすり作り 楽しく作っておいしく食べよう ６月　旧端午の節句頃 幼児～一般 30 人
自然トレッキング 語り部と歩く熊野古道は一味違います 年２回　春 ･ 秋 親子・一般 20 人
布ぞうり教室 服の再利用・布ぞうりを作ろう 年２回　随時 一般 20 人
料理教室 目で楽しむ飾り巻きずし作り 年２回　随時 一般 20 人
手芸教室 和から洋までいろんな手作りを楽しむ 年３回　第１土　9:30 ～ 一般 10 人

大曽根コミュニティーセンター　☎�８２５０（市民サービス課）
空手教室 空手の型・技を学ぶ 毎週　火 ･ 木 ･ 土　19:00 ～ 幼児～ 20 人
ゆる体操教室 体をゆるめてリラックスしよう 毎月　第１火　10:30 ～ 一般 20 人

中央公民館・各コミュニティーセンター の講座・教室参加者を募集します

　中央公民館の教室・サークルについては、５月 10 日㈫までに、往復ハガキに希望する教室名・氏名・住所・連絡先を記入のう
え応募してください（希望教室ごとに往復ハガキが必要です）。応募者多数の場合は、抽選となります。なお、応募者が少人
数の場合には、開講できないことがありますのでご了承ください。

中央公民館　☎�０００１
名称 内容 実施日 対象 定員

ふるさと大学 人生をより豊かに、生涯学習 年６回　第１火　9:30 ～ 一般 40 人
アトリエ✿フラワー 生活空間に、お花を取り入れ癒しを 年５回　第３・第４木　19:00 ～ 一般 25 人
ハワイアンダンス 南国ダンスにチャレンジしませんか？ 月２回　第２・第４水　10:00 ～ 一般 20 人
ヨガ教室 体からリフレッシュしませんか？ 月２回　第１・第３火　19:30 ～ 一般 50 人
たのしくうたおう 懐かしい歌を唄って楽しもう 月２回　第３水　13:30 ～ 一般 50 人
習字教室（筆を学ぶ） 筆を学ぼう 月２回　第２・第４木 　17:30 ～ 一般 20 人
徒然草を学ぶ２ 徒然草２を読みましょう 年９回　第３火　13:30 ～ 一般 40 人
自然歩き講座 尾鷲の自然を知ろう 年２回　水 一般 20 人
ものづくり講座 ものづくりにチャレンジ！ 随時 一般 30 人
天文講座 星空を眺めて見ませんか？ 年２回 一般 20 人
郷土料理 楽しみながら郷土料理を勉強しよう 年３回　第１・２木　10:00 ～ 一般 30 人
男のキッチン 基本の料理を一から学びます 年２回　第３木　10:00 ～ 一般 20 人
書道サークル 毎週　金　19:00 ～ 21:00 一般
絵画クラブ 第１土　10:00 ～ 16:00 一般
書道かなサークル 月２回　木　13:00 ～ 15:00 一般
俳句若草会 第２木　10:00 ～ 11:30 一般
はまゆう短歌会 第３木　14:00 ～ 16:00 一般
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平成28年度の中央公民館、各コミュニティーセンターで開催される講座をご紹介します。

須賀利コミュニティーセンター　☎�２２６０
高齢者教室 心豊かに楽しい時間を過ごそう 年２回　随時 高齢者 10 人
成人学級 手作り教室等 年３回　随時 一般 10 人
パッチワーク教室 手作りを楽しみオリジナル作品を作ろう 月１回　第１木　13:30 ～ 一般 10 人
料理教室 減塩料理で健康に 年１回　随時 女性 20 人

九鬼コミュニティーセンター　☎�２１６４
手作り学級 味噌作り他 年３回 一般 15 人
成人学級 健康と暮らしをテーマに 年３回 一般 20 人
郷土歴史教室 ふるさとの歴史を学ぶ 月３回　第１･２･３水  10:00 ～ 一般 15 人
歌声教室 あなたも歌ってみませんか 月２回　第２･ ４水　13:30 ～ 一般 15 人
気功教室 肩こりや健康のために 月３回　第１･ ２･ ３金 14:00 ～ 一般 15 人
パッチワーク教室 布で作る楽しみを 月１回　第４水　13:30 ～ 一般 10 人
微笑み学級 片寄らない食事の献立を学ぶ 年４回 一般 15 人

早田コミュニティーセンター　☎�２１３９
ふれあい学級 世代間のふれあい交流を深める 年２回　４月～３月 子ども～一般 20 人
すこやか学級 健やかに過ごすための健康作り 年８回　４月～３月 一般 20 人
手作り学級 手作りを通してゆとりのある暮らし 年３回　５月～２月 一般 15 人
茶道教室 表千家の簡単な作法を学ぶ 年 10 回　5 月～ 2 月 一般 15 人
書道教室 大筆・小筆・ボールペンなど好きな筆で学ぶ 月１回　第２水　9:30 ～ 一般 10 人

三木浦コミュニティーセンター　☎�２８３７
ツバキ教室 椿油の可能性を求めて・・・ 年 10 回　随時 一般 30 人
太鼓教室 伝統の和太鼓を学ぶ 毎週木　18:30 ～ 小・中・一般 20 人
パッチワーク教室 趣味的向上をはかる 第２･ ４火　19:00 ～ 一般 20 人
フラダンス教室 フラダンスで楽しく足腰を鍛える 第１･ ３木　9:30 ～ 一般 20 人
手作り教室 昔ながらの手作り味噌（４月予定）＆小物作り等 年 5 回　随時 一般 20 人
交流教室 世代間交流を通して人の輪を広げよう 年 3 回　随時 幼～高齢者 20 人

三木里コミュニティーセンター　☎�２２７４
体験教室 麦味噌作り 年１回　６月末 一般 15 人
歌声教室 懐かしい唱歌等 年 10 回　第２木　14:00～ 一般 25 人
生花教室 伝統文化を学ぶ 年 10 回　第４土　13:30～ 一般 15 人
ヨガ教室 ヨガ体操他 年６回　第３金　19:00 ～ 一般 15 人
料理教室 親子の食育教室＆良い食生活 年３回 一般 15 人
陶芸教室 陶芸を楽しむ 年１回 一般 10 人
成人学級 日々の生活にうるおいを！ 年４回 一般 15 人
音楽会 ピアノミニコンサート 年１回 子ども・一般 希望者
輪内空手サークル父母会 毎週木　18:00 ～ 20:00 一般
輪内空手サークル父母会 毎週土　15:00 ～ 17:00 一般
三木里盆踊り保存会（サークル） ７月～８月　19:00 ～ 20:30 一般

←次のページに続きます。

中央公民館・各コミュニティーセンター の講座・教室参加者を募集します
※内容･時間等が変更になる場合があります。
また、各施設で募集方法や募集期間が異なりますので、詳しい内容・申込方法については各施設に直接お問い合わせください。

行野コミュニティーセンター　☎�８２５０（市民サービス課）
いきいき体操教室 体からリフレッシュ 年 10 回　５月～ 一般 10 人
手作り教室① エコクラフト梱包用のヒモでカゴ作り ７月～ 一般 10 人
手作り教室② 家にある布で小物作り ６月～ 一般 10 人
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賀田コミュニティーセンター☎�２０８８
チャレンジ学級 健康で豊かな生活を過ごす。料理・写真教室他 年６回 一般 20 人

なかよし学級 種から育てる花作り・料理 年５回 子ども・一般 20 人

手芸教室 エコテープを使って小物作り 年３回（子ども対象 8 月） 子ども・一般 15 人

陶芸教室 自由な発想で、自分だけの作品を作ります 年１回（４日間） 一般 15 人

いきいきダンス教室 楽しく踊って筋力アップ！ 月１回　第１火　10:00 ～ 一般 15 人

ヨガ教室 日常生活に運動する習慣を身につけましょう 年５回 一般 15 人

パッチワーク教室 布を繋ぎ合わせて作るかわいい作品作り 月１回　第３水　9:30 ～ 一般 15 人

ふるさと体験教室 ふるさとの良さを再発見してみましょう 年４回 一般 20 人

輪内の和（４館合同事業） 人づくり町づくりを目指した地域間交流 年４回　５月～３月 ５歳以上 30 人

カラオケ（梅） 第１・２・３火 13:00 ～ 16:00 一般
カラオケ（コスモス） 第２・３・４水 13:00 ～ 15:00 一般
大正琴教室 第２・４木 13:30 ～ 15:30 一般

曽根コミュニティーセンター☎�３１４１
ちぎり絵教室 手先を使って老化防止に 年６回　主に水曜日午後 一般 10 人
刻字教室 心に残る文字を板に刻みましょう 月１回　金曜日午後 一般 10 人
短歌教室 心の思いを短歌に 第３水　9:00 ～ 一般 10 人
わくわくサロン 手づくりを楽しみましょう 年５回　随時 一般 10 人
ピンポン学級 運動不足の解消に 火　9:30 ～ 一般 希望者

輪内の和（４館合同事業） 人づくり町づくりを目指した地域間交流 年４回　５月～ ３月 ５歳以上 30 人
グラウンドゴルフ 毎週　火　13:00 ～ 15:00 一般

梶賀コミュニティーセンター☎�３４３０
婦人学級 伝統行事の手芸や料理を楽しむ。 年２回　随時 婦人 10 人
子ども学級 地域の先生に学び、いろんな事にチャレンジ！ 年４回　随時 小・中・一般 10 人
環境教室 美化運動を通じて、地域を活性化しよう 年４回　随時 小・中・一般 20 人
編み物教室 手編みのぬくもりを感じて。 月２回　第２･ ４土  13:00 ～ 一般 10 人
パッチワーク教室 布の組合せを楽しもう 月２回　第１･ ３木　9:30 ～ 一般 10 人
陶芸教室 オリジナルの雑食器を作ろう 年１回 一般 10 人
輪内の和（４館合同事業） 人づくり町づくりを目指した地域間交流 年４回　５月～３月 ５歳以上 30 人

古江コミュニティーセンター　☎�２７６９
おもてなしマナー教室 煎茶を通して文化や季節を楽しみましょう 月２回　金 ･ 土 一般 10 人
ひのき教室 尾鷲ひのきの香りとともに物作り 年３回 子ども・一般 15 人
フラダンス教室 ハワイアン・ソングで心身ともにリフレッシュ 第１･ ３木　正午～ 一般 15 人
陶芸教室 世界に一つだけの作品を作ろう 年１回 ( ４日間 ) 一般 10 人
古江ふるさと学級 世代間交流を通してふるさとの良さを伝えよう 年３回 子ども・一般 15 人
成人学級 いつもニコニコ健康に！（料理教室・物作り他） 年４回 一般 15 人
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流パート 2 年６回　5 月～3 月 ５歳以上 30 人
民踊 第１・３土 11:00 ～ 13:00 一般
カラオケ教室 第１・３水 13:00 ～ 15:00 一般
カラオケ愛好会 第１・３木 19:00 ～ 21:00 一般
社交ダンス 毎週   金  19:00 ～ 20:30 一般
大正琴 第２・４金 13:30 ～ 15:30 一般
ひなげし短歌 月１回 一般
思いやりグループ（手芸） 第２土　9:00 ～ 15:00 一般

※図書館の講座とサークル会員募集は15ページをご覧ください。
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尾
鷲
総
合
病
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
熱
意
が
あ
る
人
な
ら
、

ど
な
た
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
活
動
内
容

①
玄
関
受
付
の
案
内

②
患
者
さ
ん
の
移
動
補
助

③
病
院
内
の
案
内　
等

◆
活
動
日
時

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

月
平
均
１
～
２
回
程
の
活
動

申
込・お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
総
合
病
院
総
務
課

☎
�
３
１
１
１

　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

制
度
と
は
、一
人
親
家
庭
の
父
、

ま
た
は
母
に「
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
」と
、修
業
後
に「
修

了
支
援
給
付
金
」を
支
給
し
、資

格
取
得
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
該
当
と
な
る
資
格

看
護
師（
准
看
護
師
）・
介
護

福
祉
士・
保
育
士・
理
学
療
法

士・作
業
療
法
士

◆
支
給
対
象
者

市
内
在
住
の
一
人
親
家
庭
の

父
、ま
た
は
母
で
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
支
給
金
額

①
本
人
及
び
同
居
者
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
場
合

訓
練
促
進
給
付
金

月
額
１
０
０
、０
０
０
円

修
了
支
援
給
付
金

５
０
、０
０
０
円

②
本
人
及
び
同
居
者
の
い
ず

れ
か
が
住
民
税
課
税
の
場
合

訓
練
促
進
給
付
金

月
額
７
０
、５
０
０
円

修
了
支
援
給
付
金

２
５
、０
０
０
円

◆
申
込
期
限

４
月
30
日
㈭

　
支
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、必

ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

　
一
人
親
家
庭
の
父
、ま
た
は
母

が
仕
事
に
必
要
な
資
格
や
技
能
を

身
に
つ
け
る
た
め
、指
定
講
座
を

受
講・
修
了
し
た
場
合
に
、そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
該
当
と
な
る
講
座

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

◆
支
給
対
象
者

市
内
在
住
の
一
人
親
家
庭
の

父
、ま
た
は
母
で
、一
定
の
条

件
を
満
た
す
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
支
給
金
額

対
象
講
座
受
講
の
た
め
に
、本

人
が
支
払
っ
た
費
用
の
２
割

に
相
当
す
る
額
。

※
そ
の
２
割
が
10
万
円
を
超

え
る
場
合
は
10
万
円
、４
千

円
を
超
え
な
い
場
合
は
支

給
な
し
。

　
受
講
を
希
望
す
る
場
合
は
、事

前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

　
市
内
に
居
住
す
る
概
ね
65
歳
以

上
の
単
身
世
帯・
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
あ
っ
て
、心
身
の
障
が
い

及
び
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
調
理

が
困
難
な
人
に
、週
三
回
を
限
度

に
夕
食
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
１

　
平
成
２８
年
度
の
講
座
・
サ
ー
ク

ル
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
申
込
受

付
は
４
月
５
日
㈫
か
ら
で
す
。

◆
子
ど
も
読
書
会【
講
座
】

　
本
の
紹
介
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ

バ
デ
ィ
、感
想
画
の
作
製
等
を

行
い
ま
す
。

対
象　
小
学
１
～
３
年
生
）

日
時　
毎
月
第
２
土
曜
日

午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
サ
ー
ク
ル
】

◆
尾
鷲
手
づ
く
り
絵
本
の
会

　

絵
と
お
話
を
考
え
る
事
か

ら
製
本
ま
で
、自
分
だ
け
の
絵

本
を
作
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

※
幼
児
は
親
子
で
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

会
費　
年
間    

１
、５
０
０
円

◆
ポ
ラ
ン
の
会

　

テ
ー
マ
別
に
子
ど
も
の
本

を
読
み
、意
見
交
換
を
し
ま

す
。
お
は
な
し
会
へ
も
出
向

き
ま
す
。

対
象　
一
般

日
時　
毎
月
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

会
費　
年
間    

１
、０
０
０
円

◆
本
を
読
む
会

　

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を

読
み
合
う
会
で
、講
師
の
解
説

も
あ
り
ま
す
。

対
象　
一
般　

日
時　
毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

会
費　
１
カ
月 

５
０
０
円

◆
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

　
乳
幼
児
を
対
象
に
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象　
一
般　

日
時　
毎
月
第
４
木
曜
日

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

会
費　
年
間　
１
、０
０
０
円

◆
よ
も
や
ま
ば
な
し

　
読
み
継
が
れ
て
い
る
名
作
を

読
み
、意
見
交
換
を
し
ま
す
。

対
象　
一
般　

日
時　
毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

◆
わ
ら
べ
う
た
の
会

　
地
元
の
わ
ら
べ
う
た
を
採
譜

し
、ミ
ニ
冊
子
に
ま
と
め
ま
す
。

対
象　
一
般

日
時　
毎
月
第
３
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

募集など
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
制
度

自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
制
度

配
食
サ
ー
ビ
ス

食
の
自
立
支
援
事
業

図
書
館
の
講
座
と
サ
ー

ク
ル
会
員
募
集



⓰

今月のフォトグラフ

矢浜小学校

尾鷲小学校

三木小学校

輪内中学校
尾鷲中学校

市内で行われた卒業式の様子をご紹介します。卒業生と在校生のつながりを強く感じる卒業式でした。



⓱
満１歳のお子さまの写真を随時募集しています !（誕生月と掲載月が異なる場合も掲載できます）
写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込んでください。

村
むらしま

島 虹
に こ

心ちゃん
（小川東町、父・道春 母・愛里）

おねぇちゃん♡
おにぃちゃん大スキ♡
くいしんぼうなにこちゃん

はじめまして満１歳です

水
みずたに

谷 穂
ほ の か

花ちゃん
（光ヶ丘、父・元 母・香織）

ねえねだいすき、ごはんだ
いすき　元気いっぱいの
ほのちゃんです　 ♡

３/１㈫　移住定住コンシェ
ルジュとして活動する鈴

す ず き

木
教
きょうへい

平地域おこし協力隊員に
辞令が交付されました。

仲
なか

 咲
さ え

衣ちゃん
（新田町、父・進也 母・カヨ）

手遊び大好き♪さえです。　
お姉ちゃん・お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね！

３/18 ㈮　梶賀町で活動
する、中

な か が わ

川美
み か こ

佳子地域お
こし協力隊員に辞令が交
付されました。

３/ ４㈮　自殺対策強化月間街頭キャンペーンで、相談窓
口案内カードが入った入浴剤とリーフレットの配布など
の啓発活動を行いました。（中村町など）

３/12 ㈯　中電グラウンドで、いきいき尾鷲っ子グラウ
ンドゴルフが行われました。最初はぎこちない様子でし
たが、慣れてくるとみんな笑顔になっていました。

２/27 ㈯　早田町で寒ブリまつりが行われ、ブリを使っ
た料理がふるまわれました。また、ブリの販売は行列が
できるほど盛況でとても活気がありました。



　
マ
ガ
キ
は
イ
タ
ボ
ガ
イ
科
の
二

枚
貝
で
、食
用
に
流
通
す
る
カ
キ

の
中
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
種
類

で
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
、サ
ハ

リ
ン
、朝
鮮
半
島
、中
国
、東
南
ア

ジ
ア
に
広
く
分
布
し
ま
す
。

　
産
卵
期
は
６
～
８
月
で
、水
温

が
23
～
25
℃
で
産
卵
し
ま
す
。

　
メ
ス
１
個
体
が
産
む
卵
の
数
は

５
、０
０
０
万
～
１
億
個
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
幼
生
は
２
週
間
海
中

を
浮
遊
し
た
の
ち
、足
が
で
き
、

遊
泳
と
ほ
ふ
く
を
繰
り
返
し
て
付

着
す
る
場
所
を
選
び
、適
当
な
場

所
に
至
る
と
、セ
メ
ン
ト
物
質
を

出
し
て
２
～
３
分
で
固
着
し
ま

す
。そ
の
後
、稚
貝
の
形
に
な
り
、

海
水
中
の
有
機
物
や
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
エ
サ
と
し
て
成
長
し
ま

す
。
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
等
は
水

管
を
使
っ
て
海
水
を
取
り
入
れ
ま

す
が
、マ
ガ
キ
の
場
合
は
大
き
な

鰓え
ら

を
使
っ
て
海
水
を
取
り
入
れ
ま

す
。
マ
ガ
キ
１
個
で
１
時
間
に
約

10
リ
ッ
ト
ル
の
海
水
を
ろ
過
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
サ
リ
等
と

異
な
り
、殻
の
形
は
一
定
で
は
な

く
、環
境
に
よ
っ
て
様
々
に
変
化

し
ま
す
。

　
国
内
で
食
用
に
流
通
し
て
い
る

マ
ガ
キ
の
ほ
と
ん
ど
は
養
殖
さ

れ
、ホ
タ
テ
の
貝
殻
に
稚
貝
を
付

着
さ
せ
て
大
き
く
し
た
も
の
で
、

む
き
身
で
の
流
通
が
中
心
で
す
。

一
方
、海
外
で
は
殻
付
き
ガ
キ
の

流
通
が
主
流
で
、オ
イ
ス
タ
ー

バ
ー
で
の
生
食
文
化
に
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　
近
年
日
本
に
お
い
て
も
都
市
部

で
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
や
産
地
で

の
カ
キ
小
屋
が
増
加
し
、殻
付
き

ガ
キ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
殻
付
き
ガ
キ
は
形
が
重
要
視

さ
れ
る
た
め
、海
外
に
な
ら
っ
て
、

稚
貝
か
ら
カ
キ
を
１
個
体
ず
つ
バ

ラ
バ
ラ
に
し
て
養
殖
し
、形
の
良

い
カ
キ
を
生
産
す
る
シ
ン
グ
ル

シ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
養
殖
手
法
が

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

⓲

　

公
民
館
と
は
、原
則
と
し
て
地

域
住
民
が
文
化・ス
ポ
ー
ツ・レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
、

自
己
成
長・
力
量
形
成
が
図
れ
る

よ
う
援
助
す
る
教
育
施
設（
社
会

教
育
機
関
）で
す
。

　

今
号
の「
教
育
あ
れ
こ
れ
」で

は
、中
央
公
民
館
で
平
成
28
年
度

に
開
催
さ
れ
る
定
期
講
座
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
中
央
公
民
館
定

期
講
座
は
、「
ふ
る
さ
と
大
学
」「
ア

ト
リ
エ・フ
ラ
ワ
ー
」「
ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス・ヨ
ガ
」「
た

の
し
く
う
た
お
う
」で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
大
学
」は
、年
６
回

（
第
１
火
曜
日
午
前
）開
講
予
定

で
す
が
、年
間
の
受
講
生
募
集
に

加
え
、随
時
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、興
味
の
あ
る
人
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

前
年
度
か
ら
の
変
更
点
と
し

て
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス・ヨ
ガ
」は
原
則

と
し
て（
第
１・３
火
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
）の
開
講
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
筆
ペ
ン
教
室
」は「
習

字
教
室
」に
、「
古
典
に
学
ぶ
」は

「
徒
然
草
を
読
む
２
」に
そ
れ
ぞ

れ
講
座
名
称
を
変
更
し
ま
す
。
そ

し
て
、「
男
の
包
丁
ク
ラ
ブ
」と

「
私
も
で
き
る
エ
コ
料
理
」は
、

「
郷
土
料
理
」と「
男
の
キ
ッ
チ

ン
」と
し
て
新
た
に
開
講
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
始
ま
る
新
し
い
講

座
と
し
て「
も
の
づ
く
り
講
座
」

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

開
講
日
は
土
曜
日
ほ
か
で
、具

体
的
な
講
座
内
容
は「
木
工
」「
ひ

の
き
」「
ク
ラ
フ
ト
」「
木
目
込

み
」「
絵
手
紙
」な
ど
の
作
品
を
専

門
講
師
の
指
導
に
よ
り
、参
加
者

の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
作
成
し
、完

成
作
品
を
平
成
29
年
１
月
に
開
催

予
定
の
中
央
公
民
館
文
化
祭
に
て

展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、嗜
好
を
凝
ら
し
た
講
座

と
し
て「
自
然
歩
き
講
座
」を
年

２
回（
平
日
）、第
１
回
目
は
５
月

18
日
㈬【
予
備
日：
25
日
㈬
】、マ

ナ
ー
に
関
す
る
講
座
と
し
て「
作

法
と
着
付
け
」（
年
３
回
）を
新

た
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
は
、本
紙
12
～

15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
サ
ー
ク
ル
募

集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
、５
月

10
日
㈫
ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に

希
望
講
座
名・住
所・氏
名・年
齢・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
１
講
座
ご
と
に

１
枚
の
往
復
ハ
ガ
キ
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。）な
お
、応
募
者
が
定
員

を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、応
募
者
が
10
人

に
満
た
な
い
講
座
は
、
開
講
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
講
座
の
詳
細
内
容

等
は
、
４
月
１
日
㈮
以
降
に
中

央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
チ
ラ

シ
を
掲
示
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
こ
ん
な
講
座
を
や
っ

て
欲
し
い
」な
ど
の
希
望
が
あ
る

場
合
は
、中
央
公
民
館
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
で
き
る
限
り
皆

さ
ん
の
ご
希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

マ
ガ
キ

公
民
館

定
期
講
座
に
つ
い
て

講座展出品作品



⓳

　
４
月
は
入
学
や
就
職
な
ど
生
活

環
境
の
変
化
が
大
き
い
時
期
で
す
。

そ
の
環
境
の
変
化
に
心
身
が
追
い

つ
か
ず
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
体
調
の
変
化
に
早
く
気

づ
き
、ス
ト
レ
ス
を
上
手
く
調
節

し
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
外
か
ら
の
刺
激（
ス
ト
レ
ッ
サ

―
）に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

心
身
の
反
応
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
心
が
元
気
な
状
態
だ
と
、ス

ト
レ
ッ
サ
―
を
押
し
返
す
力
が
あ

り
ま
す
が
、そ
の
押
し
返
す
力
が

弱
い
と
心
が
へ
こ
ん
だ
状
態（
ス

ト
レ
ス
状
態
）
が
続
き
、
体
に

様
々
な
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
く
と
①

警
告
期
②
抵
抗
期
③
疲
労
困こ
ん
ぱ
い憊

期
の
３
段
階
で
心
や
体
に
症
状
が

現
れ
ま
す
。

①
警
告
期
に
み
ら
れ
る
症
状

・
疲
れ
が
抜
け
な
い

・
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い

・
血
圧
が
不
安
定
に
な
る

・
肩
こ
り
が
す
る

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る

・
ミ
ス
が
増
え
る

②
抵
抗
期
に
み
ら
れ
る
症
状

・
心
臓
や
胃
の
症
状
が
現
れ
る

・
血
圧
の
変
化
が
本
格
化
す
る

・
血
糖
値
が
あ
が
る

・
仕
事
を
抱
え
込
み
、休
ま
な
く

な
る

③
疲
労
困
憊
期
に
み
ら
れ
る
症
状

・
集
中
力
が
な
く
な
る

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る

・
何
も
す
る
気
が
な
く
な
る

・
ふ
ん
ば
り
が
き
か
な
く
な
る

・
う
つ
病
や
ス
ト
レ
ス
性
潰
瘍

な
ど
の
心
身
症
を
発
症
す
る

抵
抗
期
と
疲
労
困
憊
期
の
状
態

に
な
る
と
、早
め
の
休
養
や
病
院

受
診
が
必
要
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
警
告
期
の
う
ち
に

対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

　
生
活
の
乱
れ
は
自
律
神
経
の

乱
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
寝

早
起
き
、規
則
正
し
い
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
を
と
る

　
睡
眠
は
心
身
の
疲
れ
を
回
復

さ
せ
ま
す
。夜
眠
れ
な
い
時
は
、

30
分
程
度
の
昼
寝
を
と
る
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
楽
し

む
こ
と
で
気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
、ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

抵
抗
力
を
高
め
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

　

家
族
や
友
達
と
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、誰
か
に
話
を
き
い
て
も
ら

う
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
持
つ

　

体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

と
、心
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

入
浴
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、音
楽
、読

書
な
ど
、心
身
が
落
ち
着
く
方

法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
こ
と
が
問
題

で
は
な
く
、た
め
こ
ん
だ
り
、ス

ト
レ
ス
状
態
を
長
引
か
せ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消

法
で
、こ
ま
め
に
解
消
し
、ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係

　
　
　
☎
�
３
８
７
１

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

　
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
は
、田
ん
ぼ
や

湿
っ
た
道
端
に
群
生
す
る
小
形
の

雑
草
で
、春
早
く
か
ら
小
さ
な
白

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
姿
は
サ
ラ

ダ
な
ど
に
使
わ
れ
る
ク
レ
ソ
ン
に

似
て
い
て
、そ
れ
を
一
回
り
小
さ

く
し
た
形
を
し
て
い
ま
す
。
両
方

と
も
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
の
仲
間
で
、

植
物
体
全
体
に
辛か
ら
し子

と
な
る
成
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

ク
レ
ソ
ン
に
は
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛

み
が
あ
り
ま
す
が
、タ

ネ
ツ
ケ
バ
ナ
も
同
じ

で
、葉
を
か
じ
る
と
ピ

リ
辛
感
が
あ
り
、サ
ラ

ダ
や
和
え
物
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ク
レ
ソ
ン
の
こ
と

を
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ

（
和
蘭
芥
子
）、タ
ネ

ツ
ケ
バ
ナ
を
タ
ガ
ラ

シ（
田
芥
子
）と
も
呼

ん
で
い
ま
す
。

  
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
の

名
前
は
、「
種
漬
花
」

か
ら
き
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
農
家
で
は
、

田
植
え
の
時
期
が
近

づ
く
と
イ
ネ
の
種
子（
種た
ね
も
み籾
）を

蒔
き
、苗
を
育
て
る
農
作
業
を
し

て
き
ま
し
た
。
作
業
は
ま
ず
、種

籾
の
発
芽
を
促
す
た
め
に
水
に

漬
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
タ
ネ
ツ
ケ
バ

ナ
が
花
を
咲
か
す
の
で
、「
種
漬

花
」の
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。
タ

ネ
ツ
ケ
バ
ナ
の
花
は
、昔
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、田
植
え
の
準
備
を

始
め
る
目
安
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
の
小
さ
な
雑
草
に
こ

の
よ
う
な
名
前
を
つ
け
た
、先
人

の
知
恵
が
偲し
の

ば
れ
ま
す
。

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ

（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）

タネツケバナ

ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
生
活

ス
ト
レ
ス
と
は

ス
ト
レ
ス
が
引
き
起
こ
す
心

と
体
の
変
化

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
に

効
果
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法



「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」
で

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
る「
て
く
て

く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
先　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

完
歩
達
成
者
（
※
順
不
同　

敬
称
略
）

山
陰
地
方
Ｏ
ｐ
９　

世
古 

將

中
山
道
Ｏ
ｐ
８　

谷
口
勇
吉

尾
瀬
Ｏ
Ｐ
７　

川
口
洋
司

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
５　

山
本
恵
美

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
３

谷
口
須
美
子
、
中
西
絹
子

⑱
美
ら
国 

沖
縄
編

小
川
雅
士
、
西
村
美
保

⑯
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

川
上
博
康
、
高
芝
治
子

⑮
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編  

東 

五
百
三

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編

山
田
房
子

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編

中
川
哲
雄
、
中
川
啓
子
、
大
藤
和

子
、
小
川
悦
子

⑩
九
州
周
防
灘
～
土
佐
の
国
編

田
村 

勝

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編

濵
中
多
眞
喜

⑧
伊
予
・
讃
岐
の
国
編

山
城
あ
や
子

⓴

全コース制覇した
小川雅士さんと西
村美保さんのキー
ホルダー

⑦
土
佐
の
国
編

岡 

明
子
、
川
口
千
佳
子
、
北
村
恵
美

⑥
阿
波
の
国
編

亀
田
美
貴
子
、
川
上
教
子
、
中 

都

美
、
庄
司
あ
や
め
、
北
村
恵
美
、
吉

田
逸
郎

⑤
周
防
灘
編

大
川
た
つ
る

④
瀬
戸
内
編

下
地
い
づ
ほ
、
木
村
盛
明
、
小
川
く

に
よ
、
山
下
恭
徳

③
奈
良
・
京
都

田
中
美
子
、中
森
委
代
、植
本
ふ
さ
子

②
東
海
道
編

大
山
ち
た
子
、
福
室
美
香
、
山
下

忠
彦

①
熊
野
古
道
編　

湯
浅
久
美
子

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
長
寿
推
進
係　

☎
�
３
８
７
１

◎健康ウォーキング倶楽部 自主会
～みんなで楽しく作ろう！広げよう！ココロとカラダの健康づくりの輪～
右記日程で、三木里海岸で実施しています。
ぜひ、参加してください。
※祝日や年末年始等は実施しない場合があります。　　　　　申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

実施日 時間
毎週月・木曜日 午後１時 30分～午後３時頃

※接種を受けるには助成券の申請が必要です。
①健康長寿推進係に任意ワクチン接種券交付申請をしてワクチン接種券の交付を受ける。
②予防接種受託医療機関へ接種券を提出して予防接種を受ける。

種類 接種回数 対象者

水痘ワクチン １回 ３歳以上～高校３年生に相当する年齢以下の水痘定期予防接種の
未接種の人

おたふくかぜワクチン １回 １歳以上～高校３年生に相当する年齢の人

ロタウイルス
ワクチン

ロタリックス ２回 生後６週以上～生後24週０日の人

ロタテック ３回 生後６週以上～生後32週０日の人

ＭＲワクチン 未接種回数 高校生３年生に相当する年齢以下のＭＲ定期予防接種の未接種者

任意予防接種

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー　４月はお休みです。

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１



　こころの悩みや不調を抱えていま
せんか。保健師による「こころの健康
相談」を行っています。お気軽に下記
までお問い合わせください。

こ こ ろ の 健 康 相 談

お問い合わせ
健康長寿推進係　☎�３８７１

【相談内容】
　こころの健康についての相談
【日時・場所】
　ご相談に応じます。
　※電話でも相談できます。

当 番 医

当番薬局

　平成 28 年 4 月から、市内の
当番医制度が変わります。
　休日診療は尾鷲総合病院をご
利用ください。

休日の急病はこちら

月　日 薬　局　名　

４/３ くろだ薬局病院前

４/10 くろだ薬局病院前

４/17 くろだ薬局病院前

４/24 くろだ薬局病院前

４/29 くろだ薬局病院前

午前９時～午後５時

㉑

種類 接種回数 勧奨年齢

ヒブ
初回 ３回 生後２月～生後７月に至るまでの間
追加 １回 初回接種（３回）終了後、7 月から 13

月までの間隔をおいて

小児肺炎
球菌

初回 ３回 生後２月から生後７月に至るまでの間

追加 １回
生後 12 月から生後 15 月に至るまで
の間、初回接種終了後 60 日以上の間
隔をおいて

※ただし、初回２回目及び３回目の接種は生後 24 月に至
るまでに行うこととする。また、初回接種開始時期が生後
２月から７月までで、初回２回目が生後 12 月を超えた場
合は初回３回目は実施しません。

BCG １回 生後１歳に至るまで

４種混合
１期初回 ３回 生後３月に達した時から生後 12 月に

達するまで
１期追加 １回 初回接種（３回）終了後、12 月に達し

た時から 18 月に達するまで
二種混合

ＤＴ ２期 １回 11歳以上13歳未満

麻疹・風疹
ＭＲ

１期 １回 生後12月から生後24月に至るまで
２期 １回 平成 22 年４月２日～平成 23 年４月

１日生まれの児

日本脳炎 ※

１期初回 ２回 ３歳に達した時から４歳に達するまで
１期追加 １回 初回接種後、概ね１年を経過した時期

４歳に達した時から５歳に達するまで
２期 １回 ９歳以上13歳未満

※特例

平成 17 年度から平成 21 年度にかけての接種
の積極的勧奨の差し控えにより、予防接種を受
ける機会を逸した人（平成７年４月２日生まれ
から平成 19 年４月１日までに生まれた人）に
対する定期接種の対象者は、「20 歳未満の人」
とする。

子宮頸がん ３回 中学１年生の女子（ 平成 25 年６月
14 日～積極的勧奨差し控え中）

水痘 ２回
生後 12 月から生後 36 月に至るまで。
３月以上、標準的には６月から 12 月
までの間隔をおいて

高齢者肺炎球菌予防接種
　対象者は下表のとおりです。平成 29 年３月 31 日までに接種してください。なお、これまでに市の任意接種助成を
受けたことがある人は対象外です。

接種回数：生涯に１回　　自己負担額：3,000 円
※ 60 歳～ 64 歳で心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己

の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害
を有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機
能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有す
る人も対象になります。

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

対象年齢 生年月日
65 歳 昭和 26 年４月２日～昭和 27 年４月１日
70 歳 昭和 21 年４月２日～昭和 22 年４月１日
75 歳 昭和 16 年４月２日～昭和 17 年４月１日
80 歳 昭和 11 年４月２日～昭和 12 年４月１日
85 歳 昭和  ６年４月２日～昭和  ７年４月１日
90 歳 大正 15 年４月２日～昭和  ２年４月１日
95 歳 大正 10 年４月２日～大正 11 年４月１日

100 歳 大正  ５年４月２日～大正  ６年４月１日

定期予防接種
　感染症を予防して健康を守るために予防接種を受けましょう。定期予防
接種は接種年齢が決められています。下記の計画表を確認して進めましょ
う。市内と紀北町の実施受託医療機関で接種を受けることができます。

平成 28 年度 定期予防接種計画表（乳幼児・児童）

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１



　

４
月
に
小・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、１
月
29
日
㈮
付
で
入
学
通

知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

　
入
学
通
知
書
の
裏
面
に
記
入・

押
印
の
う
え
、入
学
式
当
日
に
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、次
の
よ
う
な
場
合
は
、教
育

総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
学
通
知
書
の
記
載
事
項
に

誤
り
が
あ
る
。

②
入
学
式
ま
で
に
転
居
・
市
外
へ

転
出
す
る
予
定
が
あ
る
。

③
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
、ま

た
は
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。

④
国
や
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
入

学
予
定
で
あ
る
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
１

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
、就
学
費
用
の
一

部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、４
月
中

旬
以
降
に
学
校
か
ら
配
布
さ
れ

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
１

①
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

◆
期
間

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

◆
縦
覧

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

②
課
税
台
帳
兼
名
寄
帳
の
閲
覧

◆
期
間

通
年

◆
閲
覧

本
人
の
課
税
台
帳
兼
名
寄

帳
の
記
載
事
項

①・②
共
通
事
項

◆
対
象

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者・納
税
管
理
人
な
ど

◆
場
所

税
務
課

◆
用
意
す
る
も
の

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
代
理
人
は
、委
任
状
と
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の

・
来
庁
者
の
印
か
ん

※
縦
覧
期
間
中
の
手
数
料
は

無
料
で
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
☎
�
８
１
７
２

　

地
震
な
ど
に
備
え
て
、住
ま
い

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
木

造
住
宅
耐
震
化
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
無
料
耐
震
診
断

・
耐
震
補
強
設
計
の
補
助

・
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　

申
し
込
み
な
ど
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

建
設
課　
☎
�
８
２
４
２

◎
司
法
書
士
相
談

　
19
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
中
瀬
幸
志　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

25
日
㈪

午
前
８
時
40
分
～

午
後
１
時
20
分

　
大
川
哲
次　
弁
護
士

◎
行
政
相
談

27
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

川
上
輝
佐
子  

行
政
相
談
委
員

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

　
12
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

20
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
市
長
公
室　
☎
�
８
１
３
４

　
４
月
６
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
ま
で

の
10
日
間
、春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、10
日
㈰
は「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
も
あ
り

ま
す
。

　
運
動
の
基
本
を「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」と
し

て
、「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
」「
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
」「
飲
酒
運
転

の
根
絶
」を
目
標
に
、春
の
交
通

安
全
運
動
出
発
式
、早
朝
街
頭
指

導
、ミ
ル
ミ
ル
ウ
エ
ー
ブ
等
の
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

有
料
広
告
欄

軽自動車税全期の納期限は５月２日㈪です。　税務課　☎�８１７３

お
し
ら
せ

小
・
中
学
校
へ
の

入
学
手
続
き

㉒

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
６月号の締め切りは、４月 22 日㈮です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問

い合わせくだ
さい。
市長公室

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

固
定
資
産
の
縦
覧
・

閲
覧

支
援
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
化

市
民
相
談

就
学
援
助
の
申
請

平
成
28
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動



　
寿
文
庫
へ
の
ご
協
力
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寿
文
庫
運
営
委
員
会
で
は
、

「
寿
文
庫
」充
実
の
た
め
、図
書
購

入
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
運
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
こ
の
運

動
に
よ
り
、厄
年・
祝
い
年
や
一

般
の
人
を
あ
わ
せ
て
76
人
の
皆
さ

ん
か
ら
５
４
９
、０
４
４
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

　

エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
戸
別
受
信

端
末
は
、平
成
26
年
度
か
ら
２
カ

年
を
か
け
、各
世
帯
へ
順
次
配
布

し
、電
波
の
受
信
確
認
や
ア
ン
テ

ナ
の
取
り
付
け
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
平
成
28
年
３
月
末
ま
で

に
全
て
の
世
帯
で
の
作
業
を
完
了

す
る
予
定
で
し
た
が
、市
の
予
算

執
行
上
の
不
手
際
で
、２
月
下
旬

か
ら
３
月
下
旬
ま
で
の
約
１
カ
月

間
、ア
ン
テ
ナ
取
り
付
け
等
の
作

業
が
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
当
初

の
予
定
か
ら
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と

に
な
り
、全
て
の
世
帯
へ
の
電
波

受
信
確
認
及
び
ア
ン
テ
ナ
取
り
付

け
作
業
の
完
了
は
、５
月
末
頃
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
取
り
付
け
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
世
帯
、特
に
エ
リ
ア

ワ
ン
セ
グ
受
信
端
末
の
配
付
順
が

後
に
な
っ
た
泉
、新
田
、光
ケ
丘

地
区
の
世
帯
に
は
、大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
作
業
を
再
開
し
、順

次
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

戸
別
受
信
端
末
の
不
具
合
等

対
処
方
法

●
電
源
が
点
い
て
い
て
も
、放
送

が
映
ら
な
い
。

　

行
政
放
送
や
議
会
放
送
が

な
い
時
は
、画
面
が
消
え
て
い

ま
す
が
、時
報（
午
前
７
時・

正
午・
午
後
５
時
）や
、広
報

お
わ
せ（
午
後
３
時
30
分
）の

時
だ
け
、自
動
的
に
映
像
部
が

表
示
さ
れ
ま
す
。な
お
、放
送

終
了
後
は
、10
分
経
過
す
る

と
再
び
画
面
が
消
え
ま
す
。

●
音
量
の
調
節
を
し
た
い

　
画
面
上
側
の
音
量
ボ
タ
ン
で

調
節
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
今
ま
で
放
送
が
見
え
て
い
た

の
に
、急
に
放
送
が
見
れ
な
く

な
っ
た
。ま
た
は
、映
像
が
動

か
な
い
。

　
雷
な
ど
の
障
害
に
よ
り
、受

信
し
な
く
な
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、次
の
こ
と
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ア
ン
テ
ナ
が
付
い
て
い
る

場
合
は
、本
体
横
の「
ア
ン

テ
ナ
」の
差
込
口
に
し
っ

か
り
ア
ン
テ
ナ
コ
ー
ド
が

差
し
込
ま
れ
て
い
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
源
コ
ー
ド
が
コ
ン
セ
ン

ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、本
体
横
の「
電
源
」

の
差
込
口
に
電
源
コ
ー
ド

が
差
し
込
ま
れ
、画
面
下
の

赤
色
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て

い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

③
電
源
コ
ー
ド
の
コ
ン
セ
ン
ト

側
、ま
た
は
、画
面
横「
電

源
」に
接
続
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ド
を
一
度
抜
き
、再
び

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
～
③
を
行
っ
た
あ
と
、

30
秒
程
し
て
画
面
が
表
示
さ

れ
れ
ば
復
旧
完
了
で
す
。復
旧

し
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

注
意

①
専
用
受
信
端
末
は
、市
が
貸
し

出
す
貸
与
品
で
す
。

②
専
用
受
信
端
末
は
、目
的
以
外

に
使
用
、ま
た
は
改
造
等
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
使
用
す
る
こ
と
が
無
く
な
っ
た

場
合
は
、専
用
受
信
端
末
を
市

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。（
亡

く
な
っ
た
り
、市
外
へ
の
転
出

等
に
よ
り
使
用
者
が
い
な
く

な
っ
た
場
合
）

④
故
意
に
よ
る
破
損
や
紛
失
に

関
し
て
は
弁
償
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
危
機
管
理
☎
�
８
１
１
８

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

４月２日㈯・５ 月７日㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

「三木浦こいやぁ」は ４月16日㈯ 開催予定です。

　　老人クラブ４月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら 11・25 日 午前９時 30 分～ コ ー ラ ス 13・27 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ ４・18 日 午前９時 30 分～ 民 謡 ７・21 日 午前 10 時～

俳 句 11 日 午後１時 30 分～ 生 花 ８・22 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 12・26 日 午前９時 30 分～ 日 舞 ８・15 日 午前 10 時～

書 道 13・20 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 １・15 日 午後１時 30 分～

茶 道 ６・20 日 午後０時 30 分～

し尿くみ取り日程

お問い合わせ
クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

三木里　　４月 　 ４日㈪～７日㈭
梶　賀　　４月 　 ８日㈮
古　江　　４月　11 日㈪～14 日㈭
賀　田　　４月　18 日㈪～21 日㈭

㉓

寿
文
庫
へ
の
協
力

エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
戸

別
受
信
端
末
ア
ン
テ

ナ
取
り
付
け
作
業
の

遅
れ
に
つ
い
て



　

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
春
が

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な

る
と
木
々
が
色
鮮
や
か
な
桜

の
花
を
芽
吹
き
ま
す
。

　

４
月
の
始
ま
り
を
彩
る
花

と
し
て
桜
は
有
名
で
す
。
外

国
の
人
た
ち
も
、
桜
を
見
る

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
日
本
へ
花

見
に
来
る
そ
う
で
す
。
日
本

人
よ
り
も
日
本
人
ら
し
い
部

分
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
４
月
は
新
生
活

や
挑
戦
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
何
か
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
る

の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
新

た
に
気
を
引
き
締
め
て
一
年

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

《
一
般
図
書
》

・
ア
シ
タ
ノ
ユ
キ
カ
タ　
　
小し

ょ
う
じ路　
幸ゆ

き
や也　
著

　
高
校
教
師
の
修
一
を
突
然
訪
ね
て
き
た
、見
知

ら
ぬ
キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢
と
十
歳
の
少
女
。
修
一
の
元

教
え
子・
凜
子
の
親
友
と
名
乗
る
キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢

は
、現
在
熊
本
で
入
院
中
の
凜
子
の
も
と
へ
少
女

を
送
り
届
け
て
ほ
し
い
と
言
う
。
札
幌
か
ら
熊
本

ま
で
、ワ
ケ
あ
り
３
人
の
長
い
ド
ラ
イ
ブ
。
読
後

感
爽
や
か
な
一
冊
で
す
。

・
ほ
ん
わ
か
ク
ラ
ゲ
の
楽
し
み
方　
　
平ひ

ら
や
ま山　

ヒ
ロ
フ
ミ　
著

　
「
か
わ
い
い
ク
ラ
ゲ
」、「
お
も
し
ろ
い
ク
ラ

ゲ
」、そ
れ
か
ら「
き
も
か
わ
い
い
ク
ラ
ゲ
」。
そ

れ
ぞ
れ
が
眺
め
て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ
る
不
思

議
な
生
き
物
。（
ち
ょ
っ
と
怖
い
の
も
い
ま
す

が
・
・
・
）ク
ラ
ゲ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！
の
想

い
が
詰
ま
っ
た
一
冊
。
あ
な
た
も
、ク
ラ
ゲ
ワ
ー

ル
ド
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
の
他

・
本ほ

ん
や
か
ぎ
ょ
う

屋
稼
業　
　
波は

た

の
多
野　
聖し

ょ
う　
著

・
神し

ん
け
ん剣　
人ひ

と
き斬
り
彦け

ん
さ
い斎　
葉は

む
ろ室　
麟り

ん　
著

《
児
童
図
書
》

・
し
お
ち
ゃ
ん
と 

こ
し
ょ
う
ち
ゃ
ん　
ル
ー
ス・エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス　
作

　

真
っ
白
な
ネ
コ
の
し
お
ち
ゃ
ん
と
灰
色
が
混

じ
っ
た
こ
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
は
双
子
で
す
。
何
を
す

る
の
も
一
緒
。
あ
る
日
、競
争
し
て
木
に
登
り
、

降
り
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
競
い
合
っ

て
成
長
す
る
子
ネ
コ
た
ち
と
母
ネ
コ
の
愛
情
が
描

か
れ
た
絵
本
で
す
。

そ
の
他

・
て
ん
き
の
い
い
日
は
つ
く
し
と
り　
　
石い
し
か
わ川　

え
り
こ　
さ
く

・
で
ん
し
ゃ
が
は
し
る　
　
山や
ま
も
と本　

忠た
だ
よ
し敬　

さ
く

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

１
日
㈮
～
２
日
㈯

木
星
・
か
に
座
散
開
星
団

プ
レ
セ
ペ

８
日
㈮
～
９
日
㈯

木
星・
か
に
座
散
開
星
団
プ

レ
セ
ペ
ほ
か

15
日
㈮
～
16
日
㈯

水
星・木
星・上
弦
過
ぎ
の
月

22
日
㈮
～
23
日
㈯

水
星・満
月
頃
の
月
ほ
か

29
㈮
～
30
㈯

木
星・お
お
ぐ
ま
座
星
雲

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◆
子
ど
も
読
書
の
日
特
別
企
画 

（
自
由
参
加
） 

・
日
時　
４
月
20
日
㈬

午
後
３
時
～
４
時

・
対
象　
幼
児
～
小
学
生

・
内
容　
大
型
絵
本「
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」

ほ
か

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
４
月
７
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児

以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
４
月
13・27
日
㈬

　
午
後
３
時
～
４
時

※
平
成
28
年
度
か
ら
水
曜
日

に
な
り
ま
す
。

・
対
象   

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場・自
由
参
加

・
日
時　
４
月
９・23
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、紙
芝

居
ほ
か

４
月
の
休
館
日

４・11・17・18・25・29
日

※
30
日
は
午
後
５
時
ま
で
開
館

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６（
平
成
２
８
年
）

４
月
号

発
行

日
　

平
成

２
８

年
４

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

市
長

公
室

秘
書

広
報

係
〒

519-3696 三
重

県
尾

鷲
市

中
央

町
10

番
43

号
☎

0597-23-8132　
FAX0597-22-2111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.ow
ase.lg.jp/ N

o.746
広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人　の　動　き
（２月 末 現 在 ）

　人　口 19,052 人　（前月比 - 26 ）
  　（男 8,846 人　　女 10,206 人）

　世帯数 9,687 世帯  （前月比 - ６ ）
　転　入    52人　 　  転　出  52 人
　出　生　 ７人　　   死　亡  32 人

その他   - １人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記


